
当初は、個人的に子供の誕生を祝って行われた凧揚げは、次第に豊作4F「威|きらに若者の意志や希望、

国家的な意義を表徴するものなど、個人的なものから、地域的なものへと時代とともに移り変わりました。

戦前戦後をとおして、新磯青年団が主催して、毎年新戸、勝坂、下磯部、上磯部、の4会場で行われて

おりましたが、現在は相模原市の6大観光行事に選定され、前記の4地 区が毎年交代で実行委員会を

組織し、会場は持ち回りで開催しております。

しかし、社会情勢の変化などから技術の継承や会場の確保などが危惧されるようになり、現在では「相棋

の大凧まつり実行委員会」によって開催されて、観光行 11として親しまれております。

人凧の題字は、市民から募集して選定し、元字は、相模原市長が山i筆し、それを元に人加t文字に書き

直します。人凧には、その年の題字が書かれていますが、昭和39年 は東京オリンピンクを祝って「2/L輪」、

平成 4年 は新磯小学校百周年を記念して「新磯 J、 平成 5 niは 阜太子殿 ドのご成婚を祝って「慶ルι」、

平成13年は新世紀にちなんで「紀風 J、 平成19年は皇室の親 11誕生のお祝いと合併した相棋原市の繁栄

を願って「悠風Jなど、その時 の々‖L相を反映したものとなっております。平成27年 は、小惑星探企機「はや

ぶさ2」 のオ∫ち上げ成功を喜び、5イ
'後
の地球への帰還を祈願するとともに、幾多の困難を乗り越えた初代

「はやぶさJのように、
′
j二宙の彼方までlll模 原市が躍進し、人々に夢と希望を与える ‐年であってほしいと

願いを込めて「隼風 J、 平成28年 は、人や友達、家族の幸福が、「人凧」という一つの大きな幸福となって

空高く舞い上がり、風に乗せて、日本中・世界中へと幸福を運びたいという思いを込めて「福風 J、 本41は、

相模原市をホームタウンとするノジマステラ神奈川相模原のなでしこ1部リーグでの飛躍を析念するとともに、

すべての国が星の様に輝く明るい 1壮界になるよう願いをこめて「輝星」(きせい)に決まりました。

相模の人加tは、日召和52年には、「かながわの民俗芸能50選 Jに、昭和57年には、「かながわのまつり50選 J

に選定されています。平成3年には、国の文化財新指定「記録作成等のl・置を構ずべき,1:り杉の民俗文化財J

の中に「関東の大凧揚げ習俗」が選定されました.もちろんその中には、相模の大lntが含まれていることは

いうまでもありません。また相模の大凧文化保存会では、伝統文化

の保存・継承が認められ、平成16年 11り ]に神奈川文化賞

を受賞しました。そして平成 22イ i4月 1日 には相模原市指定

無形民俗文化財に指定されました。
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(三段の滝下広場)

新戸 0勝坂会場師戸スポーツ広場)
小 田急 線 相武台前駅下車
V
神奈中バス(磯部行)相武台下駅下車徒歩 15分
」R相模線 相武台下駅下車徒歩15分

下 磯 部 会 場 磯 音願 首工下流)

小 田急 線 相武台前駅下車
V
神奈中バス(磯部行)新磯まちづくリセンター前下車徒歩10分
小 田急 線 相武台前駅下車
V
神奈中バス(原当麻駅行)勝坂入口下車徒歩 15分

(磯部頭首工下流)

上磯部会場 (三段の滝下広場)
小 田急線 相武台前駅下車
V
神奈中バス(原当麻駅行)下溝下車徒歩5分
」R相模線 下溝駅下車徒歩5分
者会場間は徒歩および無料巡回バスにて移動できます。

(巡回バスは2ルートあります)
lD相武台下駅>大凧センター>上磯部会場>下磯部会場
>新戸・勝坂会場>相武台下駅
②相武台下駅>新戸・勝坂会場>相武台下駅

(新戸スポーツ広場)
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